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新語

十番勝負

新語

十番勝負

　インターネットを通じて署名活動のできるウェブサイトのこと。署名を集めたい人は事前に会員登録
して、署名してもらいたい要望の内容や、提出先などをサイトに公開します。そのサイトを見て趣旨に
賛同した人が、所定の欄に自分の名前や住所を書き込みます。あるNPO法人が、通常の街頭署名と併
せて活用したところ、集まったネット署名には47都道府県すべてから集まっていて、その威力を感じた
と言います。

署名ＴＶ

　ＫＹとは「空気（Ｋ）が読めない（Ｙ）」を意味する言葉。最近は麻生首相が、毎晩のように取り巻きの
人たちと高級クラブなどで酒を飲んでいて、「派遣切り」などの憂き目にあっている国民の真意が理解
できないことをさしてＫＹ首相と呼ばれています。さらに「未曾有」を「みぞゆう」、「踏襲」を「ふし
ゅう」、「頻繁」を「はんざつ」というように漢字の読み間違えが多いことから「漢字（Ｋ）が読めない
（Ｙ）」とも言われています。ところで、民主党の小沢党首も、もしかしてＫＹ？

ＫＹ首相

大阪自治労連結成20周年（1989年　
～2009年）に寄せて

1943年生まれ。広島で被爆体験。元大阪
府職労執行委員長・大阪自治労連初代書
記次長。

　

私
の
ノ
ー
ト
に
「
88
年
12
月

22
日
、
大
阪
連
絡
協
準
備
会
事

務
局
会
議
」
の
メ
モ
が
あ
る
。

中
央
区
石
町
の
永
田
ビ
ル
に
あ

っ
た
衛
都
連
書
記
局
（
い
ま
は

大
阪
中
央
法
律
事
務
所
が
入
っ

て
い
る
）
で
開
か
れ
、
翌
１
９

８
９
年
１
月
14
日
に
結
成
さ
れ

た
大
阪
自
治
体
労
働
組
合
連
絡

協
議
会
（
い
ま
の
大
阪
自
治
労

連
）
総
会
の
準
備
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
て
い
る
。

　

１
９
８
８
年
８
月
、
三
重
県

伊
勢
市
で
開
か
れ
た
定
期
大
会

で
自
治
労
は
「
連
合
に
参
加
す

る
」
こ
と
を
決
め
た
。
総
評
な

ど
を
解
散
し
「
連
合
」
を
結
成

す
る
の
は
、
財
界
や
支
配
勢
力

の
戦
略
の
一
環
、
労
資
協
調
の

組
合
づ
く
り
で
あ
っ
た
。

　

府
職
労
は
こ
れ
に
抗
し
、「
資

本
か
ら
の
独
立
、
政
党
か
ら
の

独
立
、
要
求
の
一
致
に
も
と
づ

く
行
動
の
統
一
」
と
い
う
労
働

組
合
の
あ
た
り
ま
え
の
原
則
を

掲
げ
、
連
合
へ
の
不
参
加
、
た

た
か
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

と
産
別
の
結
成
に
奮
闘
し
た
。

分
会
、
支
部
役
員
の

献
身
が
組
合
の

団
結
を
支
え
た

　

府
職
労
の
団
結
よ
り
も
「
自

治
労
へ
の
結
集
」
を
叫
ぶ
一
部

の
本
部
・
支
部
役
員
が
、当
局
の

支
援
も
受
け
て
、
府
職
労
に
対

す
る
激
し
い
分
裂
攻
撃
を
繰
り

広
げ
た
。大
会
を
混
乱
さ
せ
、失

敗
す
る
と
当
時
の
久ひ
さ

井い

委
員
長

に
対
す
る
リ
コ
ー
ル
運
動
を
展

開
、
こ
れ
も
失
敗
す
る
と
１
９

８
９
年
８
月
に
は
分
裂
組
織
を

旗
揚
げ
し
た
。
当
局
は
給
与
か

ら
の
組
合
費
引
き
去
り
事
務
を

ス
ト
ッ
プ
し
、
再
登
録
を
強
行

し
て
自
治
労
派
を
援
護
し
た
。

　

こ
う
し
た
激
し
い
攻
撃
に
立

ち
向
か
い
、
府
職
労
が
府
庁
の

中
で
最
大
の
労
働
組
合
を
維
持

で
き
た
の
は
、
日
頃
の
献
身
的

な
活
動
で
組
合
員
か
ら
信
頼
さ

れ
て
い
た
分
会
・
支
部
役
員
、

活
動
家
の
奮
闘
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

自
治
労
連
の
結
成
は

労
働
戦
線
統
一
の

第
一
歩

　

た
た
か
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
や
産
別
の
結
成
は
、
労
働

戦
線
の
真
の
統
一
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

　

全
労
連
や
自
治
労
連
、
そ
れ

に
結
集
す
る
労
働
組
合
が
す
べ

て
の
労
働
者
や
国
民
・
府
民
を

視
野
に
入
れ
て
、
切
実
な
要
求

を
か
か
げ
、
共
同
行
動
を
展
開

す
る
こ
と
、
未
組
織
労
働
者
の

組
織
化
を
す
す
め
る
こ
と
、
連

合
傘
下
の
労
働
者
、
労
働
組
合

と
要
求
の
一
致
に
も
と
づ
く
共

同
行
動
を
展
開
す
る
こ
と
、
そ

の
積
み
重
ね
の
中
で
労
働
戦
線

の
統
一
、
労
働
者
・
労
働
組
合

の
総
団
結
を
追
求
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

非
正
規
労
働
者
が
首
切
り
に

反
対
し
労
働
組
合
を
つ
く
っ
て

立
ち
上
が
る
な
ど
、
労
働
運
動

の
新
し
い
息
吹
が
始
ま
っ
て
い

る
。
労
働
組
合
が
元
気
で
な
け

れ
ば
社
会
は
変
わ
ら
な
い
。
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

金
か な じ

治　貞
さ だ お

男さん

タ
テ
の
カ
ギ

❶
マ
タ
ド
ー
ル
っ
て
何
？

❷
指
先
の
○
○
○
○
が
足
り
ず
紙
を
め

く
り
に
く
い

❸
彼
の
腕
力
の
強
さ
に
○
○
を
巻
く

❹
業
者
が
売
る
目
的
で
家
を
建
て
て
売

り
出
す
こ
と

❻
○
○
○
○
○
に
入
れ
て
い
た
食
品
を

解
凍
す
る

❼
乗
車
券
の
自
動
○
○
○
○
機

❾
積
も
れ
ば
山
と
な
る
ら
し
い

�
♪
ね
ん
こ
ろ
ろ
ー
、
と
歌
い
ま
す

�
一
文
無
し
と
も
言
う

�
○
○
○
は
ず
れ
・
○
○
○
割
れ
・
○

○
○
意
識

�
新
旧
の
途
中
の
期
間
。
○
○
○
の
混

乱
�「
ま
ず
○
○
よ
り
始
め
よ
」

�
70
歳
の
称
。
○
○
の
祝
い

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
←
→
年
上

❺
米
軍
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
で
用
い
た
○
○

○
剤

❽
海
な
ど
に
土
を
入
れ
て
陸
に
し
た
と

こ
ろ

�
ゴ
ル
フ
で
後
半
の
９
ホ
ー
ル

�
今
更
文
句
の
言
え
た
○
○
で
は
な
い

�
○
○
○
○
○
に
買
い
言
葉

�
煙
の
よ
う
に
立
ち
の
ぼ
る
湯
気

�
台
風
が
○
○
○
を
ふ
る
い
各
地
に
甚

大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た

�
捕
虜
。
ま
た
あ
る
こ
と
に
心
を
奪
わ

れ
た
人
。
恋
の
○
○
○

�
メ
ン
マ
の
別
称

�
○
○
が
ネ
ギ
を
背
負
っ
て
き
た

�
た
ど
た
ど
し
い
○
○
○
○
の
外
国
語

を
話
す

�
メ
タ
ボ
の
人
の
体
型
は
？

�
○
○
一
髪

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
「
解
答
」「
組
合
名
」「
職

場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い
て
、

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き
ご
と

や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　

解
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に

図
書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。「
声
」

は
「
読
者
の
声
」
と
し
て
紙
面
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０―

０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13―

15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
４
月
30
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
０
９

年
５
月
号
の
紙
面
に
掲
載

１
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
０
９
年
１
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
キ
ュ
ウ
牛
ノ

イ
チ
モ
ウ
」（
九
牛
の
一
毛
）
で
し
た
。

各
職
場
か
ら
47
通
の
解
答
を
頂
き
ま
し

た
。
抽
選
で
次
の
５
人
の
み
な
さ
ん
に

図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。（
敬
称
は

省
略
）

▼
泉
博
文（
大
阪
府
職
労
）、
▼
山
口
宜

昭
（
堺
市
職
労
）、
▼
松
森
洋
子
（
八

尾
市
職
労
）、
▼
喜
井
ま
り
子（
枚
方
市

職
労
）、
▼
室
家
幸
代（
茨
木
市
職
労
）

１月号の解答
「キュウ牛ノイチモウ」

（解き方）二重ワクの文字
を並べ替えて意味の通る
言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：労働者の使い捨ては許さない�

◆読者の声◆
■
昼
休
み
が
15
分
短
縮
に
な
る
か
も
。
実
質
の
労
働
強
化

で
す
。
な
ん
と
か
阻
止
し
た
い
で
す
ね
え
。

�

　

細
井　

正
人
（
羽
曳
野
市
職
労
）

■
大
阪
版
市
場
化
テ
ス
ト
の
導
入
に
よ
り
、
我
々
が
現
在

行
っ
て
い
る
医
薬
品
の
承
認
審
査
業
務
が
ど
の
よ
う
に
影

響
を
受
け
る
の
か
大
変
心
配
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

暁
彦
（
大
阪
府
職
労
）

■
今
年
は
桜
が
早
い
か
ナ
～
?!
温
暖
化
の
せ
い
だ
っ
た

ら
、
ち
ょ
っ
と
こ
わ
い
か
も
…
。

　

�

飛
山　

明
美
（
寝
屋
川
市
職
労
）

■
近
年
楽
し
い
話
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
病
院
の
廃

止
や
首
切
り
、
会
社
倒
産
、
予
算
の
切
り
つ
め
、
私
た
ち

の
老
後
は
と
て
も
心
配
で
す
。
皆
で
ガ
ン
バ
ッ
て
、
府
や

国
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

富
子
（
守
口
市
職
労
）

■
年
々
保
育
所
民
営
化
が
進
み
、
臨
時
職
員
で
あ
る
私

は
、
い
つ
職
が
な
く
な
る
か
不
安
で
す
。
正
職
さ
ん
は
い

い
な
～
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。
^▽̂

�

　

松
本
喜
美
江
（
泉
佐
野
市
職
労
）

■
同
じ
職
場
か
ら
再
任
用
拒
否
に
よ
り
一
人
の
雇
用
が
失

わ
れ
ま
し
た
。
年
金
満
額
支
給
ま
で
の
代
償
措
置
の
は
ず

で
す
が
…
。
橋
下
行
革
の
本
質
が
見
え
た
気
持
ち
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
澤　

安
祐
（
大
阪
府
職
労
）
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ノ牛ヨウ ウシンボウ
牛ロウ ヨ牛ユ 牛カ
ユ シトウ ウマ ン
クジ ロボツト ケム
モヨウ 牛 ケイリ

コトウ チヨ牛ンキ
牛 牛ジユウ ソ ド
ツマ ユウ ホウイ牛
クロウシヨウ ロウ

ジヤクシヤ キユウチ

労
働
戦
線
の
激
し
い
闘
い
の
中
で
開
催
し
た
府
職
労
夏
ま
つ
り
。

組
合
員
の
団
結
を
固
め
交
流
を
深
め
ま
し
た
（
１
９
８
９
年
）

分
裂
攻
撃
に
抗
し
、自
治
労
連

結
成
へ
奮
闘
し
た
府
職
労

保障えらびの一歩
「セット共済」で

だから安い掛金で
　大きな保障なのね！

￥１９５０
セットＣ型月額掛金

営利目的

☆共済は保険ではありません

病気入院：日額5,0
00円

病気死亡：200万円

他にもいろんなセットがあるよ
お問い合わせは組合事務所まで


